
 

 

 

 

 

 

 

本書の特徴と目的本書の特徴と目的 

1.本書の内容 
本書は、C言語の入門書「わかりやすいC」の改訂版です。プログラミング学習では、 何

本のプログラムを書いたかで理解度が決まります。今回の改訂にあたり、たくさんの   プ

ログラムを書いて、実践的に学習できる内容に仕上げました。 

2.大量のプログラミング練習 
質量ともに十分なプログラミング練習の機会を提供します。多数の例題と共に、260 問

を超える練習問題と完全解答を掲載しています。 

3.本書に準拠したプログラミングツールを配布 
実践的な学習をすぐに始められるように、エクリプスCDT統合開発環境を、本書に準

拠した仕様に再構成して配布しています。すべての例題が登録され、さらに、練習問題 

を作成するプロジェクトフォルダも登録された状態でダウンロードできます。 

4.すぐに使えるオールインワン仕様 
すぐにプログラム作成に取り掛かれるよう、本書に準拠したエクリプス開発環境は、 ダ

ウンロードしてすぐに使えるオールインワン仕様です。起動用ツール、コンパイラ、 例題

などのソースコードまで組み込みました。 

※MacOSではGCCの追加インストールが必要です 

5.WindowsとMacOSに対応 
本書は、WindowsとMacOSの両方に対応する内容にしました。本書専用に用意した サ

ポートウェブからは、Windows用とMacOS用の開発環境を、選択してダウンロード でき

ます。 

6.最新のC言語仕様に準拠 

7.対象とする読者 
初めてプログラミングを学ぶ人が対象ですから、予備知識は必要ありません。最新の 言

語仕様と標準的なカリキュラムに準拠しているので、大学、専門学校などで使う教科  書、

教材として利用できます。 

 

 

 

 



 
 
 
 
 

 

本書の使い方 
 

本書は次の手順で学習してください。 

 

1. 最初にサポートウェブ（http://k-webs.jp/hello-c）にアクセスして、教材（エクリプス 

CDT統合開発環境）をダウンロードしてください。エクリプス開発環境には、例題等  

のソースコードが組み込まれています。 

 

2. 0章「プログラミングの準備」を読んで、開発環境をセットアップします。また、サポー トウェ

ブでは、セットアップの解説ビデオも見ることができます。 

 

3. 1章で、C言語プログラムの作り方・動かし方を、操作しながら練習します。 

 

4. 2章以降では、全ての例題が最初からエクリプス開発環境で動かせるように登録され 

ています。例題を動かし、解説を読んで理解しましょう。 

 

5. 理解を確実にするための練習問題が、たくさん埋め込まれています。必ず作成して、 練

習しましょう。練習問題を作成するフォルダ（プロジェクト）も最初からエクリプス  開

発環境に登録されています。 

 

6. 章末には１ページの「まとめ」があります。その章のダイジェストですから、しっかり 理解で

きたかどうか、読んで確かめましょう。 

 

7. 章末には「通過テスト」が付いています。通過テストはその章を無事通過できるかどう かのチ

ェックテストです。必ず問題を解いて、実力を測ってください。100％解答で きること

が目標です。 

http://k-webs.jp/hello-c
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